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春の訪れとともに 

１９日には、二十四節気の「雨水」に入り、雨とと

もに春が近づいてくる季節となりました。駐車場の梅

もほころび始め、１年生が育てているビオラも寒さで

縮こまっていた葉や茎をのばし始めています。「春はも

うすぐ！」とわくわくする気持ちの反面、春は別れの

季節でもあることに気付かされます。 

２月に入って６年生と校長室で交流会（遊ぶ会）を

しています。一緒に遊ぶことで見えてくる一面。それ

がたった２０分くらいですが見えてきて楽しいです。

おもしろい発言をして場を和ませたり、ゲームの進行

を進んでやってくれたり、カードゲーム、ボードゲー

ムを通して見えるすてきな笑顔。６年生とのお別れが

近いことを忘れさせてくれる時間です。ご家族でも、

ぜひボードゲームやカードゲームをやってみてはいか

がでしょうか。 

２０日から縦割り活動も実施しています。６年生が

考えた遊びを班の子全員で楽しむという活動です。６

年生は卒業を控え、３月には５年生に引き継ぐ活動も

します。異学年で交流することで、わがままを言った

り、意見が合わずにけんかになったりすることもある

でしょう。しかし、問題が起きたときがチャンスで

す。お互いの気持ちを話し、どう折り合いをつけるの

かを学べる大切な時間です。また、自分のやりたいこ

とではないことでも、みんなに合わせることも必要だ 

と学んだり、やってみたらおもしろいことがわかったという経験もできたりするでしょう。人とか

かわることで得られる経験は、子どもたちの成長に欠かせません。今後も縦割り活動は継続してい

きます。「あこがれ」の存在や気の合う仲間ができるきっかけとなることも期待したいです。 

 ３年生が２年生にナスの栽培について伝えていました。紙芝居や絵本、ゲームやクイズなども交

えて楽しく説明していました。２年生は来年のナス栽培をきっと楽しみにしていることでしょう。

また、３年生は２年生にうさぎ当番の引継ぎを行っています。見習いとして３年生の後について活

動している２年生の姿はほほえましいです。 

春が近づき、新しい活動や学びの引き継ぎが行われているところをみていると、一年間で成長し

た子どもたちの姿が誇らしく感じられます。来週は、「交通指導感謝の会」や「交通少年団引継ぎ式」、

「６年生を送る会」と多くの活動が行われます。子どもたちが一年間の感謝を伝えることを大切に

し、次年度につながる気持ちを育てていきたいです。 


